
『
今
、
求
め
ら
れ
る
学
び
』
と
は

校
長

龍

義
文

６月 ６日(火) 中体連推戴式

７日(水) １年内科検診

市郡総体陸上競技（～８日）

８日(木) 家庭教育学級・地域ＰＴＡ

１０日(土) 土曜授業・ＰＴＡバレーボール

１３日(火) 市郡総体（～１６日）

２０日(火) １年保健教室

２１日(水) 期末テスト（～２３日）

２３日(金) ２年保健教室

２６日(月) 小中連携研修会 ※部活動なし

２８日(水) ３年生環境未来館学習（～２９日）

眼科検診

※ 21日から，１学期の締めくくりとな

る期末テストが行われます。21，22日

は午前授業で，給食後下校となります。

鹿
児
島
市
教
育
委
員
会
が
今
年
度

「
今
、
求
め
ら
れ
る
学
び
」
を
実
践

す
る
た
め
の
重
点
事
項
を
ま
と
め
ま

し
た
。
内
容
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

本
年
度
の
重
点
事
項

全
て
の
教
育
活
動
を
通
し
て
、

児
童
生
徒
の
自
己
肯
定
感
を

高
め
る

授
業
を
中
心
に
学
校
行
事
等
を
含

め
た
す
べ
て
の
教
育
活
動
を
通
し
て

①

「
学
び
に
向
か
う
力
、
人
間

性
等
」
の
育
成

②

「
知
識
及
び
技
能
」「
思
考

力
、
判
断
力
、
表
現
力
等
」
の

育
成

③

教
職
員
一
人
一
人
の
資
質
・

能
力
の
向
上

本
校
は
５
月
に
第

回
研
究
公
開

72

を
「
自
ら
の
学
習
を
調
整
し
主
体
的

に
学
ぶ
生
徒
の
育
成
」
を
研
究
主
題

と
し
て
実
践
を
公
開
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
学
校
に
は
、
一
人
一

人
の
生
徒
が
自
分
の
良
さ
や
可
能
性

を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
あ
ら
ゆ
る

他
者
を
価
値
の
あ
る
存
在
と
し
て
尊

重
し
、
多
様
な
人
々
と
共
同
し
な
が

ら
様
々
な
社
会
変
化
を
乗
り
越
え
、

豊
か
な
人
生
を
切
り
開
き
、
持
続
可

能
な
社
会
の
創
り
手
と
な
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
自
己
肯
定
感
を
高
め

る
た
め
の
た
く
さ
ん
の
取
組
を
土
台

と
し
、
授
業
改
善
を
推
進
し
て
い
き

ま
す
。

さ
て
、
６
月
に
な
り
ま
し
た
。
こ

の
時
期
の
放
課
後
は
、
部
活
動
に
一

生
懸
命
に
取
り
組
む
生
徒
の
姿
を
見

て
回
る
の
が
大
好
き
で
す
。
３
年
生

が
最
後
の
大
会
に
向
け
悔
い
の
な
い

よ
う
に
頑
張
る
姿
、
そ
れ
を
熱
心
に

指
導
す
る
先
生
の
姿
、
こ
の
時
期
の

素
敵
な
時
間
で
す
。

部
活
後
、
生
徒
が
下
校
し
た
グ
ラ

ウ
ン
ド
を
見
て
い
る
と
、
自
分
も
中

学
生
に
戻
っ
た
よ
う
な
懐
か
し
い
気

分
に
な
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

市
郡
中
学
校
総
合
体
育
大
会
日
程

（
６
月
）

陸
上

７
日
・
８
日

水
泳

日
～

15

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

日
～

13

サ
ッ
カ
ー

日
～

13

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

日
14

軟
式
野
球

日
～

13

新
体
操

日
14

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

日
～

13

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

日
～

13

卓
球

日
・

日

15

16

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

日
・

日

14

15

柔
道

日
14

剣
道

日
・

日

15

16

空
手
道

日
15

弓
道

日
・

日

13

14

ラ
グ
ビ
ー

日
16

テ
ニ
ス

日
～

13

目
指
せ
市
大
会
優
勝

県
大
会
出
場
!!

が
ん
ば
れ
、
伊
敷
中

鹿児島大学教育学部代用附属 鹿児島市立伊敷中学校 学校だより（令和５年度 第２号）

５
月

日
・

日
に
公
立
高
等

25

26

学
校
等
説
明
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

校
の
先
生
方
に
お
越
し
い
た
だ

14き
、
各
学
校
の
特
色
に
つ
い
て
説

明
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

３
年
生
と
と
も
に
、
多
く
の
保

護
者
に
も
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
の
先
生
方

か
ら
進
路
選
択
の
参
考
と
な
る
話

を
、
直
接
聞
く
こ
と
が
で
き
る
貴

重
な
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

発 行

令和５年６月５日

鹿児島市立伊敷中学校

５
月

日
に
第

回
研
究
公
開
が
行
わ

18

72

れ
ま
し
た
。
３
０
０
人
を
超
え
る
方
に
ご

参
加
い
た
だ
き
、
「
自
ら
の
学
び
を
調
整

し
主
体
的
に
学
ぶ
生
徒
の
育
成
」
に
向
け

て
、
多
様
な
意
見
を
交
わ
す
貴
重
な
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

多
く
の
方
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
の
授
業

に
、
始
め
は
生
徒
た
ち
も
緊
張
し
た
様
子

で
し
た
が
、
参
加
者
か
ら
は
「
活
発
に
意

見
を
交
わ
す
姿
に
感

心
し
た
」「
積
極
的
に
活
動
す
る
姿
が
非
常
に

頼
も
し
か
っ
た
」と
い
う
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

授
業
を
頑
張
っ
た
生
徒
、
駐
車
場
案
内
や
受

付
、
写
真
撮
影
等
で
運
営
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
く

だ
さ
っ
た
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
、

参
加
者
の
方
々
等
の
支
え
の
お
か
げ
で
盛
会
裏

に
終
わ
っ
た
研
究
公
開
と
な
り
ま
し
た
。

５
月

日
に
ス
ケ
ッ
チ
大
会
が
行

13

わ
れ
ま
し
た
。

天
気
は
あ
い
に
く
の
雨
模
様
で
し

た
が
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
撮
影
し
た
写

真
な
ど
も
活
用
し
な
が
ら
、
思
い
思

い
の
絵
を
描
く
こ
と
が
で
き
て
い
た

よ
う
で
す
。
自
分
の
思
い
を
絵
に
し

た
た
め
る
ひ
と
と
き
と
な
り
ま
し
た
。

５
月

日
に
生
徒
総
会
が
行
わ
れ
ま
し

11

た
。
昨
年
ま
で
は
リ
モ
ー
ト
会
議
の
形
式

で
し
た
が
、
今
年
は
久
々
に
全
生
徒
が
一

堂
に
会
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

生
徒
会
役
員
か
ら
の
活
動
報
告
に
続
き
、

全
体
討
議
で
は
世
の
中
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
レ

ス
の
考
え
方
に
基
づ
い
た
伊
敷
中
生
徒
会

組
織
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
議
論
が
な
さ

れ
ま
し
た
。
指
名
な
し
発
表
で
は
、
学
年

問
わ
ず
多
く
の
生
徒
が
発
言
し
、
学
校
生

活
を
よ
り
よ
い
も
の
に
す
る
た
め
に
様
々
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま

し
た
。
今
回
の
総
会
で
得
ら
れ
た
意
見
を

基
に
、
生
徒
会
が
組
織
の
改
正
案
の
検
討

を
進
め
て
い
ま
す
。

現
３
年
生
が
中
心
と
な
る
第

代
生
徒

77

会
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
Ｓ
ｔ
ｅ
ｐ

ｕ
ｐ

Ｉ
ｓ
ｈ
ｉ
ｋ
ｉ
～
高
み
を
目
指
せ

次
の
ス

テ
ー
ジ
へ
～
」。
今
回
の
総
会
は
、
生
徒
が

一
丸
と
な
っ
て
伊
敷
中
を
次
の
ス
テ
ー
ジ

へ
Ｓ
ｔ
ｅ
ｐ

ｕ
ｐ
さ
せ
る
た
め
の
、
有
意

義
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

第

回
伊
敷
中
学
校
研
究
公
開

72

公
立
高
等
学
校
等
説
明
会

ス
ケ
ッ
チ
大
会

生
徒
総
会


